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【写真】左：日本国勢調査記念録第一巻、右：第一回国勢調査記念
録（大阪府）（国立国会図書館デジタルコレクション） 
 

岡山市生まれ。父岸次郞は東京女子高等師範学校教授
（数学）。大正５年（1916 年）東京帝国大学理科大学数学
科を卒業し、内閣統計局に入局。東京帝国大学大学院で統
計学を研究（高野岩三郎の指導を受ける。）。内閣統計局統
計官（初の理学部数学科出身者による内閣統計局統計
官）、臨時国勢調査局統計官、同局調査課長、国勢院統計
官、同院原表課長等を歴任。複数の大学で非常勤講師も行
う。大正 13 年には欧米出張（統計制度視察）。昭和 22 年
（1947 年）統計局経済部長を退官。その後、日本大学教
授、統計審議会委員、帝京大学経済学部長等を歴任。 

 
【参考】国立公文書館デジタルアーカイブ（件名：総理庁技官森

数樹）、大正７年８月２０日付け官報、同９年５月１７日付け官

報、同１０年 1 月２８日付け官報、同１１年１１月２日付け官

報、故森教授追悼の辞・年譜（帝京経済学研究第２巻１号所収）、

森数樹「私と統計」（日本統計協会『統計』9(5)所収）、上藤一郎

「戦前期における日本の数理統計学と公的統計」（経済統計学会

『第 60 回（2016 年度）全国研究大会報告要旨集』所収） 

 

１ はじめに 

 統計図書館ミニトピックス№24 「ニューカレドニア日本

人移民団の初代総監督は統計院ＯＢ！」の執筆過程で、中

塚利直「プロバビリティーの訳語の歴史」に出会い、その

論文において、「明治の初期に･･･現代的あるいは数学的な

意味でのＰ（Probability）の翻訳の第一号の栄誉を授けるべき

は、明治 13（1880）年の小野弥一「統計擥要初編」であろ

う。」とされ、国立国会図書館デジタルコレクションに所収

されている同書をみると、Probability を「近眞法」と訳し

ていることを知りました。その際、前掲の「プロバビリテ

ィーの訳語の歴史」において、統計集誌で森数樹が「確率」

の用語を使用した寄稿があることを学びました。本稿では

森数樹について調べてみましたので、その結果を紹介します。 

                                                       
1 中川友長（1899～1984）東京帝国大学経済学部を卒業後、統計に関する専門家として大正 13 年（1924 年）５月に内閣統計局に

奉職するが，同14年 10 月に東京帝国大学経済学部の統計学担当教授に。（【参考】前掲の「戦前期における日本の数理統計学と公的統計」） 

 

２ 統計専門誌における「確率」の用語の初出は？ 

 国立国会図書館デジタルコレクションの検索機能と個々

の図書の全文検索機能を用いて、明治期に創刊された民間

統計団体による統計や統計学に関する機関誌（東京統計協

会『統計集誌』、統計学社『統計学雑誌』、その前身の『ス

タチスチック雑誌』）における「確率」の用例を調べたとこ

ろ、筆者が調べた限りでは、初出は、統計集雑誌 450 号(大

正７年８月刊行)の森数樹の「「コーレレーシヨン」(Correlation)

に就て」でした。※ Correlation は、同書で交聯
こうれん

と表記（相関に相当） 

■明治期に創刊の統計専門誌で本文に「確率」を含む記事の例 

○『統計集誌』＞「コーレレーシヨン」(Correlation)に
就て/森数樹（２回に分けて掲載） 
第 450 号（大正７年 1918 年８月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1573318/1/14 ⇒「確率論」 
第 451 号（大正７年 1918 年９月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1573319/1/10 ⇒「確率論」 
○『統計集誌』＞「論説 民誌学」/今井栄之(法学士) 
第 468 号（大正９年 1920 年２月刊行））1920-02   
https://dl.ndl.go.jp/pid/1573336/1/10 ⇒「確率の算法」  
https://dl.ndl.go.jp/pid/1573336/1/11 ⇒「確率の理論」 
○『統計学雑誌』＞恩給扶助料人員及金額の趨勢槪況」/
高松淸次郞(内閣技手/恩給局) 
第 448 号（大正 12 年 1923 年８月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1487989/1/8 ⇒「確率の算定」 
また、件名に「確率」を含む記事の初出は中川友長1の

「確率論の基礎」でした。 

■明治期に創刊の統計専門誌で件名に「確率」を含む記事の例 

○『統計集誌』＞確率論の基礎/中川友長（２回に分けて

掲載） 
第 546 号（昭和 2 年 1927 年１月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/10998607/1/10 
第 547 号（昭和 2 年 1927 年２月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/10998608/1/2 
○『統計学雑誌』＞賽の目に依る確率実験/内舘泰三 
第 494号（昭和 2 年 1927 年８月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1488035/1/9 
○『統計学雑誌』＞統計学的確率論/ 長原壽朝（２回に

分けて掲載） 
第 555 号（昭和 7 年 1932 年９月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1488096/1/7 
第 557 号（昭和 7 年 1932 年 11 月刊行） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1488098/1/1 
○『統計学雑誌』＞確率の計算と統計/高橋喜一（２回に

分けて掲載） 
第 588 号（昭和 10 年 1935 年６月） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1488129/1/15 
第 589 号（昭和 10 年 1935 年７月） 
https://dl.ndl.go.jp/pid/1488130/1/17 

※『スタチスチック雑誌』は、本文・件名とも該当なし 

 

 



ちなみに、国立国会図書館デジタルコレクションに所収

の森数樹の著書『一般統計論』2（大正 9 年 1920 年）で「確

率」の用語を全文検索したところ８件ヒットしました。 

なお、前掲の「プロバビリティーの訳語の歴史」によれ

ば、「確率」の初出は、林鶴一・刈屋他人次郎の明治 41 年

(1908 年)刊行の「公算学（確カラシサノ理論）」の序文で

あるのは確かなようであるとし、誰が考案したのかは現在

でも不明であるとしています。そこで、国立国会図書館デ

ジタルコレクションで検索したところ、明治 41 年(1908

年)刊行の林鶴一・刈屋他人次郎「公算論（確カラシサノ理

論）」にヒットしました。その序文において「ぷろばびりて

ーノ訳語ニ「確カラシサ」ナルモノアリ、藤澤博士ノ翻訳

ナリト聞ク……」、「一々「確カデシサ」ト云フハ長クシテ

不便ナリト思ヒタルガ故ニ、適訳ナリト信ジナガラモ止ム

ヲ得ズ之ヲ捨テタリ、而シテ本編ニ於テ採用セル「公算」

ナル語ハ多ク軍人ノ間ニ用ヒラルヽモノト聞ク」、「蓋然

率」或ハ「確率」ナル訳語モ新案セラレタリト雖、通ジ難

キヲ以テ終ニ採用スルコトヲ止メタリ」･･･とありました。 

 

３ 統計と縁のある確率の用語を定着させたのは？ 

前述のとおり、筆者が調べた限りでは、明治期に創刊さ

れた統計専門誌における「確率」の用語の初出は、統計集

雑誌 450 号(大正７年８月刊行)とみられますが、 森数樹自

ら創出したものなのか、彼の指導者が創出したものか、あ

るいは第三者が創出したものかについては判然としません

でした。ただ、森数樹が、その著作を通じて、統計学と縁

のある Probability（プロバビリティー）の訳字である「確

率」を定着させることに貢献した可能性があると考えられ

ます。 

ちなみに、東京帝国大学『東京帝国大学一覧』において

「確率」の用語を含む講座名を調べたところ、「従大正 5年 

至大正 6年版」3で、初めて「確率及統計(隨意)」（理科大

学数学科、第 3年）が登場し、数学科の担任には藤澤利喜

太郎も名を連ねています。ちなみに、森数樹が藤澤利喜太

郎に数理統計学の講座を設けてほしいと申し出たところ、

大学３年になって理科大学で初めて、試行的に統計の講座

が開設されたようです（【参考】②の「私と統計」による。）。

森数樹が東京帝国大学理科大学数学科を卒業したのは、大

正 5年（1916 年）なので、「確率及統計(隨意)」と題する

                                                       
2 森数樹『一般統計論』 https://dl.ndl.go.jp/pid/931021 （国立国会図書 館デジタルコレクション） 
3 東京帝国大学『東京帝国大学一覧 従大正 5年 至大正 6年版』 

 https://dl.ndl.go.jp/pid/940167/1/145 （国立国会図書館デジタルコレクション） 
4 https://dl.ndl.go.jp/pid/1171424/1/276（国立国会図書館デジタルコレクション）（国立国会図書館内/図書館・個人送信限定） 

講座はないものの、彼が在学中は、「吉江琢児氏に就きクツ

ーベル氏の確率統計及其の応用を専攻」（『経済学全集』第

35 巻 (統計学 上)（1930）所収の略歴4による）とされてい

ます。 

なお、『藤沢博士追想録』(1938) に所収の次の寄稿から

藤澤博士が東京帝国大学理科大学数学科において統計に関

する講義を担当したこともうかがい知ることができます。 

133 コマ 

 

中川銓吉「私の知れる藤澤先生」 

 ⇒「大正五六年の頃、第一回目の確率及び

統計に関する先生の講義を聴くの許を得た当

時の如き･･･」 

173 コマ 末綱恕一「藤澤先生」 

⇒「先生の講義、関数論・楕円関数論・確率

統計論等を凡て全く聴講し得たのは私の級が

最後であつた。」 
*国立国会図書館デジタルコレクション  
 https://dl.ndl.go.jp/pid/1222781  (参照 2023-04-01) 
**上記サイトの目次では「藤澤先年」と表記  
(参照 2023-04-01) 

 

４ おわりに 

森数樹のプロフィールについては、次の資料が大変参考

になっただけでなく、これらの資料から興味深いエピソー

ドを目の当たりにすることができました。 

 

【参考】森数樹のプロフィール等に係る資料 

日本統計協会『統計』における森数樹が出席した座談会の記事 
① 巻号 12(11) 出版年月 1961-11「戦前・戦中の統計をめぐって」 

（出席者：森数樹、武内信男、久我通武、森田優三） 
※ https://dl.ndl.go.jp/pid/2780341/1/20  

日本統計協会『統計』における森数樹の寄稿 

② 巻号 9(5) 出版年月 1958-05「私と統計」 
※ https://dl.ndl.go.jp/pid/2780299/1/14  

③ 巻号(11) 出版年月 1948-05「国勢調査の思い出」 
※ https://dl.ndl.go.jp/pid/2780289/1/21  

④ 巻号 16(8) 出版年月 1965-08「第一回国勢調査の思い出」 
※ https://dl.ndl.go.jp/pid/2780386/1/29  

帝京経済学研究における森数樹の記事 

⑤ 巻号 2(1)出版年月 1968-03「故森数樹教授追悼の辞」、「故森数

樹教授追悼の年譜及び著作目録」 
※ https://dl.ndl.go.jp/pid/2776246/1/4  

※ＵＲＬは、国立国会図書館デジタルコレクション(国立国会図書館内/図書

館・個人送信限定) 

 

エピソード その１ 名前の由来 

御尊父岩太郎（数学の教授）は、「長男だけには先祖伝来

の算数に向けたいというので、小さい時から特別にその方

面を叩き込まれた･･･」とされ、御尊父の「数樹」と命名さ

れた志が伝わってくるように感じました。そして、追悼の

辞において、「御尊父が「数樹」と名前に托された志に十分

応え大成された」と讃えています。功績として、第一回国勢



調査の実務推進者として以後の大規模統計調査の先鞭をつ

けたこと、集計機械の採用による統計局における集計作業

の迅速化を推進したこと、人口動態統計、国富、統計分類

に関する研究、「一般統計論」などの著書、大学における統

計学の講義等を通じて、統計の発達及び改善に貢献したこ

とが挙げられます。 

 

エピソード その２ 統計局奉職の契機 

森数樹が大学４年の頃、当時、統計局長だった花房直三

郎5（岡山市出身）は、父岸次郞から同郷の縁で働きかけ、

統計局に奉職が内定したようです。森数樹が大学１年の

頃、花房局長は「数学の方向からやった統計の専門家」（≒

数理統計学の専門家という趣旨と勝手に想像）のリクルー

トをしたい意向で、そのとき既に父岸次郞と花房局長との

間で、いわゆる青田買いの契約がなされていたようです。

そんな動きもあってからか、森は統計局を見学したようで

す。彼の統計局見学は統計マンとしての人生への伏線だっ

たのかもしれません。 

 

エピソード その３ パワフルな上司 

森の統計局奉職時は、花房は、顧問となり、森に対し社

会統計の勉強を命じ、東京大学大学院で高野岩三郎6の指導

を受けることになりました。 

後任の統計局長はパワフルな行政手腕をもつ牛塚虎太郎7

で、法律上、無期延期（≒塩漬け状態）となっていた国勢

調査を実現するためには、まず、軍部の理解と協力を得る

必要があると考え、当時、参謀次長の職にあった田中義一8

は、陸軍大学校に統計の講座を設けるなど統計の重要性を

理解していた人物であったことから、彼に白羽の矢をたて

て話を持ちかけたそうです（森数樹も同行）。どこの国でも

センサスをやっている、人材の動員計画には必須の資料を

提供できるなどと調査の必要性を訴求。先方から、それは

よかろう、研究せよと言われ、大正６年（1917 年）には研

究した結果に基づき予算を要求し、大正７年度からの２年

間の準備経費が確保され、大正９年の第一回国勢調査の実

施につながりました。実施体制としても臨時国勢調査局が

創設されることになりました。 

阪谷芳郎が第１回国勢調査の実施時期の確定を求める建

議書を大正６年３月に寺内総理に建議書を提出したことに

ついては、統計図書館ミニトピックス【No.12】「寺内首相

に国勢調査の実現を求めた阪谷芳郎」、統計図書館コラム

【No.0009】「阪谷芳郎」、同【No.P10】「阪谷芳郎の家庭日

記と国勢調査」で紹介したところですが、森数樹について

調べる過程で、パワフルな牛塚統計局長が軍部に根回しを

していたことがわかり、衝撃を受けました。一方で、そう

                                                       
5 花房直三郎のプロフィール⇒統計図書館コラム【No.0008】「花房直三郎」参照。 
6 高野岩三郎のプロフィール⇒統計図書館コラム【No.0011】「高野岩三郎」参照。 
7 牛塚虎太郎のプロフィール⇒統計図書館コラム【No.S010】「第一回国勢調査の実施を支えた臨時国勢調査局の職員」【別表】参照。 
8 田中義一（1864-1929）：父は萩藩士。明治 25 年(1892 年)陸軍大学校卒業。日清戦争に従軍。同 31 年ロシア留学。日露戦争で

は満洲軍参謀として活躍。同 42 年陸軍省軍事課長。帝国在郷軍人会を創設。同 44 年軍務局長に昇進、二個師団増設を企図。大正

4年(1915 年)参謀次長となり、シベリア出兵に関与。以後、原敬内閣（大正 7年 9月～）、第 2 次山本權兵衞内閣（大正 12 年 9月

～）において、陸軍大臣を歴任。その後、立憲政友会総裁、貴族院勅選議員となる。昭和 2年(1927 年) 第 26 代首相に就任。

（【参考】国立国会図書館ＨＰ「近代日本人の肖像」） 

した事実を後世に遺した森数樹の寄稿等の貴重な史料に出

会うことができたことに感謝したいと思いました。 

 

エピソード その４ 最長不倒？の課長級在職期間 

森数樹は、前掲の「私と統計」において「統計局生活三十

二年のうち、実に三十年という長い間課長生活をやった」と

しており、国立公文書館デジタルアーカイブ(件名：総理庁

技官森数樹)で退官手当の計算資料として人事記録があり、

それと官報を基に、時系列で職名をまとめると次のとおりです。 

【参考】森数樹の官職 

大正５年(1916 年)７月 内閣統計官補 

大正７年８月 内閣統計官(調査課長) 

大正 11 年 11 月 同(原表課長) 

昭和 21年(1946年)５月 総理庁技官 

昭和 22 年９月 依願退職(退職時の役職は内閣統計局経済部長) 

島村史郎元統計局長は、その著書『日本統計史群像』の「森

田優三と統計制度」において、「戦前の統計局には、統計専門

家は極く少数であり、代表的な専門家として森数樹、中川友

長などの諸氏がおられた。しかし、これら統計専門家は技術

者と見做され、局長に昇進する道は全く塞がれていたのであ

る。」とし、このことから、森数樹が公務員生活三十二年中三

十年間も、課長クラスにとどまっていたことの背景事情が理

解できました。そして、同書で「戦後、森田先生は統計局に

公務員上級職を採用し、統計専門家を育成する道を開くとと

もに、彼等がさらに統計局長に昇進出来る可能性も考えられ

た。」とし、これを「長い統計局の歴史でも人事に関する画期

的な改革であった。」と森田優三元統計局長を評価しています。 

 

【あとがき】 

今回の調べもので、森数樹という人物の功績を目の当たり

にし、仮に、筆者が大正時代に統計局に勤務していたら、森

数樹氏は、雲の上のそのまた上の世界の人で、お目通りが叶

うことはなかったものと確信しました(筆者＠底辺の作業を

生業とする公務員による下から目線に基づく根拠のない確

信です。)。  



【余談】 

今回、「確率」の用例を調べる過程で、「表紀提綱」9については、統計図書館ミニトピックスス№６「表紀提綱について－統計

学は、こうして我が国に移入された－」において、テキスト化を試みた結果、「確律」の用例はあり、一方で「確率」の用例はな

かったところ。何の脈略もなく、昨年リニューアルされた国立国会図書館デジタルコレクションに所収の「表紀提綱」10につい

て、全文検索機能で、検索した結果、「確律」はヒットせず、逆に「確率」がヒットしてしまいました。もしかしたら、ＡＩが「確律」

を誤字と認識し、「確率」と補正したのではないかとも想像しましたが真相は不明です。ただ、将来、ＡＩが学習を重ねることで

補正が普通に行われるかもしれません。 

なお、該当ページは次のとおりで、不鮮明な文字を読み取ったことに衝撃を覚えました（これだけ不鮮明だと誤読があっても寛

容な気持ちに･･･）。 
 

【参考】「表紀提綱」における「確律」等の検索結果 

「表紀提綱」（国立国会図書館デジタルコレクション所収） 「表紀提綱」（Googleブックス所収） 

 ７コマ目 

 

○「確律」の全文検索結果 

 

○「確律」の全文検索結果 

   

      

○「確率」の全文検索結果 
⇒ヒットせず 

○「確率」の全文検索結果 

 

（注）国立国会図書館デジタルコレクションでは「表記提綱」で登録されています。 

https://dl.ndl.go.jp/pid/805754/1/7 （閲覧：令和５年４月末） 

                                                          （書き下ろし） 

又、各国の人民中に於て男女及び既婚未婚生者死者比例の数概する

に一定の確律あること事実の歴験に由て知るべく貴賤の地位並に各

種の産業に因よりて男女の命数長短あること概知すべし。是生涯年

金養老金孀婦
そ う ふ

金保命金等の金額を算定する所以
ゆ え ん

なり。 

 

                                                       
9「表紀提綱」：文久 2 年（1862 年）、西周と津田真道は、幕命でオランダ留学し、ライデン大学でシモン・フィッセリングから

自然法、国際公法、国法学、経済学、統計学を学びました。津田真道は、オランダ留学から帰朝後、ライデン大学での統計学の講

義の訳書について、明治 7 年（1874 年）に太政官政表課から刊行したものです。 
10 国立国会図書館デジタルコレクションでは「表記提綱」で登録されています(参照 2023-04-01)。 

https://dl.ndl.go.jp/pid/805754/1/1 


